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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

平成22年度
第３四半期連結
累計期間

平成23年度
第３四半期連結
累計期間

平成22年度

(自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日)

(自　平成23年
４月１日

至　平成23年
12月31日)

(自　平成22年
４月１日

至　平成23年
３月31日)

経常収益 百万円 61,723 60,028 81,078

経常利益 百万円 12,449 12,457 13,154

四半期純利益 百万円 6,971 5,351 ――

当期純利益 百万円 ―― ―― 7,135

四半期包括利益 百万円 5,219 7,920 ――

包括利益 百万円 ―― ―― 3,107

純資産額 百万円 252,491 256,596 250,368

総資産額 百万円 3,473,3093,551,3163,494,645

１株当たり四半期純利益

金額
円 33.20 25.49 ――

１株当たり当期純利益金

額
円 ―― ―― 33.98

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額
円 ―― ―― ――

潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額
円 ―― ―― ――

自己資本比率 ％ 7.01 6.95 6.90

　

　 　

平成22年度

第３四半期連結

会計期間　

平成23年度

第３四半期連結

会計期間　

　 　

(自　平成22年
     10月１日
 至　平成22年
     12月31日)　

(自　平成23年
     10月１日
 至　平成23年
     12月31日)　　

 １株当たり四半期純利益　

金額
円 　　　　　　　　11.44　　　　　　　　 3.52

　（注）１．当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期連

結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

３．平成22年度第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基　

準」（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないので記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る関係会社の異動は、次のとおりであります。

〔銀行業〕

　平成23年４月１日付で、かぎんオフィスサービス株式会社を存続会社とし、かぎんビジネスサービス株式会社を消

滅会社とする吸収合併を行い、かぎんオフィスビジネス株式会社に商号を変更いたしました。

〔リース業〕

　関係会社の異動はありません。　

〔その他〕

　関係会社の異動はありません。

　以上の結果、平成23年12月31日現在の当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行、連結子会社７社及び持分

法非適用非連結子会社１社で構成されることとなりましたが、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業

の内容については、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスク内容についての重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

 該当事項はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成23年4月1日～平成23年12月31日）のわが国経済は、輸出や生産活動は東日本大

震災の影響で弱い動きがみられたものの、その後サプライチェーンの回復で持ち直しました。しかしながら、夏場以

降は円高の定着や欧州債務問題、タイの洪水等でそのテンポは緩やかになりました。この間、雇用・所得環境は回復

に向けた動きに足踏みがみられ、厳しい状況が続きました。

　個人消費は震災後の自粛ムードから徐々に上向きましたが、景気の先行き不透明感などからその後は横ばいに推

移しました。投資面では、公共投資は低調な推移が続いた後、期後半は23年度補正予算効果から底堅く推移しまし

た。住宅投資は震災の影響を受けたものの、住宅エコポイントなどの経済政策効果が下支えし、持ち直しの動きがみ

られました。このような状況のもと、日経平均株価は9,500円前後で推移した後、夏場以降は歴史的な円高水準が定

着したことや世界景気の先行き懸念などから9,000円を割り込み軟調な推移となりました。また、消費者物価は前年

比で下落が続きました。　

　地元経済におきましては生産活動が弱含みに推移し、全体として厳しい状況が続いているものの、九州新幹線全線

開業効果により観光関連が好調を維持し、個人消費も持ち直しの動きがみられました。

　このような金融経済環境のもと、当行グループの当第３四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

 

○財政状態　

　預金は、前連結会計年度末に比べ３７億６２百万円減少して３兆１２１億７３百万円となりました。なお、譲渡性

預金を含めた総預金は、公金預金の増加等により前連結会計年度末に比べ１，２３５億９７百万円増加して３兆

１，８６９億６６百万円となりました。

　貸出金は、一般向貸出金の増加等により、前連結会計年度末に比べ７９０億１９百万円増加して２兆　　　　２，００

１億５０百万円となりました。

　また、有価証券は、国債及び外国証券が減少したものの、地方債及び社債が増加したことなどから、前連結会計年度

末に比べ１５１億３４百万円増加して１兆７８１億１７百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金及び法定実効税率の引下げに伴う土地再評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ６２億２８百万円増加して２，５６５億９６百万円となりました。

　

○経営成績

　連結ベースの経常収益は、資金運用収益が貸出金利息の減少等により１４億９８百万円減少したことなどから、前

第３四半期連結累計期間に比べ１６億９４百万円減少して６００億２８百万円となりました。

　一方、経常費用は、営業経費が物件費及び税金の増加等により１３億８８百万円増加したものの、資金調達費用が

預金利息の減少等により９億９４百万円、その他業務費用が国債等債券売却損の減少等により１１億８２百万円、

その他経常費用が貸倒引当金繰入額の減少等により９億１百万円それぞれ減少したことなどから、前第３四半期連

結累計期間に比べ１７億２百万円減少して４７５億７１百万円となりました。

　この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間に比べ８百万円増加して１２４億５７百万円となりました。 

  四半期純利益は、法定実効税率の引下げ等により法人税等調整額が１９億６０百万円増加したことなどから前第

３四半期連結累計期間に比べ１６億２０百万円減少して５３億５１百万円となりました。　

セグメント情報の業績を示すと次のとおりであります。　

a．銀行業

経常収益は、資金運用収益の減少等により前第３四半期連結累計期間に比べ１３億８百万円減少して　　　

４９８億８０百万円となり、経常費用は、貸倒引当金繰入額の減少等により前第３四半期連結累計期間に比

べ１２億９６百万円減少して３８６億円となりました。この結果、セグメント利益は前第３四半期連結累計

期間に比べ１１百万円減少して１１２億８０百万円となりました。

b．リース業

経常収益は、リース売上高の減少等により前第３四半期連結累計期間に比べ３億１７百万円減少して　　１

０２億４０百万円となり、経常費用は、リース売上原価の減少等により前第３四半期連結累計期間に比べ３

億９０百万円減少して９５億２２百万円となりました。この結果、セグメント利益は前第３四半期連結累計

期間に比べ７２百万円増加して７億１８百万円となりました。

c．その他

銀行業、リース業を除くその他の経常収益は、資金運用収益の減少等により前第３四半期連結累計期間に

比べ２億６百万円減少して１４億２６百万円となり、経常費用は、貸倒引当金繰入額の減少等により前第３

四半期連結累計期間に比べ２億１７百万円減少して９億２５百万円となりました。この結果、セグメント利

益は前第３四半期連結累計期間に比べ１１百万円増加して５億円となりました。　
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　①　国内・国際業務部門別収支

当第３四半期連結累計期間の資金運用収支は、国内業務部門が前第３四半期連結累計期間に比べ５億４３百万

円減少したことから、合計でも５億６百万円減少して３６４億８７百万円となりました。

役務取引等収支は、国内業務部門が前第３四半期連結累計期間に比べ２億７１百万円増加したことから、合計

でも２億７２百万円増加して６４億８８百万円となりました。

また、その他業務収支は、国内業務部門が前第３四半期連結累計期間に比べ２億５２百万円、国際業務部門が前

第３四半期連結累計期間に比べ１億４３百万円それぞれ増加したことから、合計でも３億９５百万円増加して２

５億６２百万円となりました。

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 36,539 454 ―― 36,994

当第３四半期連結累計期間 35,995 491 ―― 36,487

うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 39,502 622 30 40,095

当第３四半期連結累計期間 37,947 670 20 38,597

うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 2,963 168 30 3,101

当第３四半期連結累計期間 1,951 178 20 2,109

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 6,183 33 ―― 6,216

当第３四半期連結累計期間 6,454 33 ―― 6,488

うち役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 8,291 55 ―― 8,346

当第３四半期連結累計期間 8,552 54 ―― 8,607

うち役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 2,108 21 ―― 2,130

当第３四半期連結累計期間 2,098 20 ―― 2,118

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 1,974 192 ―― 2,166

当第３四半期連結累計期間 2,227 335 ―― 2,562

うちその他業務収益
前第３四半期連結累計期間 11,255 287 ―― 11,543

当第３四半期連結累計期間 10,380 375 ―― 10,755

うちその他業務費用
前第３四半期連結累計期間 9,281 95 ―― 9,376

当第３四半期連結累計期間 8,153 40　 ―― 8,193

　（注）１．「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引、「国際業務部門」は当行の外貨建取引であります。ただ

し、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。

２．相殺消去額は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

３．資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用（前第３四半期連結累計期間10百万円、当第３四半期連結累計期

間７百万円）を控除して表示しております。　
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②　国内・国際業務部門別役務取引の状況

　当第３四半期連結累計期間の役務取引等収益は、国内業務部門が前第３四半期連結累計期間に比べ２億６１百

万円増加したことから、合計でも２億６０百万円増加して８６億７百万円となりました。

　また、役務取引等費用は、国内業務部門が前第３四半期連結累計期間に比べ９百万円減少したことから、合計で

も１１百万円減少して２１億１８百万円となりました。　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 8,291 55 8,346

当第３四半期連結累計期間 8,552 54 8,607

うち預金・貸出業務
前第３四半期連結累計期間 2,020 ―― 2,020

当第３四半期連結累計期間 2,001 ―― 2,001

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 2,715 45 2,761

当第３四半期連結累計期間 2,668 46 2,715

うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 727 ―― 727

当第３四半期連結累計期間 929 ―― 929

うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 332 ―― 332

当第３四半期連結累計期間 473 ―― 473

うち保護預り・貸金

庫業務

前第３四半期連結累計期間 25 ―― 25

当第３四半期連結累計期間 26 ―― 26

うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 469 9 478

当第３四半期連結累計期間 468 7 475

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 2,108 21 2,130

当第３四半期連結累計期間 2,098 20 2,118

うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 399 21 421

当第３四半期連結累計期間 389 19 409

　（注）「国内業務部門」は当行及び連結子会社の円建取引に基づく役務取引等であり、「国際業務部門」は当行の外貨

建取引に基づく役務取引等であります。 
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③　国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高（末残）

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計
金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

預金合計
前第３四半期連結会計期間 2,944,223 6,689 2,950,913

当第３四半期連結会計期間 3,006,071 6,101 3,012,173

うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 1,732,336―― 1,732,336

当第３四半期連結会計期間 1,800,831―― 1,800,831

うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 1,206,722―― 1,206,722

当第３四半期連結会計期間 1,198,317―― 1,198,317

うちその他
前第３四半期連結会計期間 5,164 6,689 11,853

当第３四半期連結会計期間 6,922 6,101 13,024

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 136,020 ―― 136,020

当第３四半期連結会計期間 174,793 ―― 174,793

総合計
前第３四半期連結会計期間 3,080,244 6,689 3,086,933

当第３四半期連結会計期間 3,180,864 6,101 3,186,966

　（注）１．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．国内業務部門は当行の円建取引、国際業務部門は当行の外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引

は国際業務部門に含めております。 
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④　貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況（残高・構成比）

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間
貸出金残高
(百万円)

構成比（％）
貸出金残高
(百万円)

構成比（％）

国内（除く特別国際金融取引勘定分） 2,097,640 100.00 2,200,150　　 100.00

製造業 161,979 7.72 171,138 7.78

農業，林業 39,131 1.86 42,034 1.91

漁業 8,639 0.41 9,234 0.42

鉱業，採石業，砂利採取業 2,946 0.14 2,454 0.11

建設業 69,868 3.33 68,047 3.09

電気・ガス・熱供給・水道業 20,695 0.99 42,336 1.92

情報通信業 23,060 1.10 25,376 1.15

運輸業，郵便業 43,600 2.08 53,896 2.45

卸売業，小売業 286,371 13.65 288,782 13.13

金融業，保険業 50,940 2.43 51,960 2.36

不動産業，物品賃貸業 194,154 9.26 197,456 8.98

各種サービス業 325,693 15.53 348,640 15.85

地方公共団体 344,838 16.44 365,875 16.63

その他 525,724 25.06 532,920 24.22

特別国際金融取引勘定分 ―― ―― ―― ――

政府等 ―― ―― ―― ――

金融機関 ―― ―― ―― ――

その他 ―― ―― ―― ――

合計 2,097,640―― 2,200,150――

　（注）「国内」とは当行及び連結子会社であります。
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(2)事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第３四半期連結累計期間において、当行グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 210,403,655　210,403,655
東京証券取引所市場第一部

福岡証券取引所

権利内容に何ら

限定のない当行

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 210,403,655　210,403,655 － ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
― 210,403 ― 18,130,760― 11,204,294

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、　

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

 

　①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式

 

499,000

    

―

権利内容に何ら限定の

ない当行における標準

となる株式であり、単

元株式数は1,000株で

あります。

完全議決権株式（その他） 　普通株式 208,678,000 208,678 同上

単元未満株式 　普通株式 1,226,655 ― 同上

発行済株式総数  210,403,655― ―

総株主の議決権 ― 208,678 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

  株式会社鹿児島銀行

鹿児島県鹿児島市

　金生町６番６号
499,000― 499,000 0.24

計 ― 499,000― 499,000 0.24

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】
　

１．当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」（昭

和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

　

２．当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自平成23年10月１日　至平成

23年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

現金預け金 119,061 67,035

コールローン及び買入手形 54,978 65,812

買入金銭債権 8,066 8,326

商品有価証券 231 139

金銭の信託 12,441 13,480

有価証券 1,062,983 1,078,117

貸出金 ※1
 2,121,130

※1
 2,200,150

外国為替 1,515 1,216

リース債権及びリース投資資産 19,605 20,098

その他資産 ※1
 28,639

※1
 32,482

有形固定資産 55,646 55,571

無形固定資産 12,603 11,340

繰延税金資産 2,594 1,777

支払承諾見返 26,178 26,348

貸倒引当金 △31,029 △30,580

資産の部合計 3,494,645 3,551,316

負債の部

預金 3,015,935 3,012,173

譲渡性預金 47,432 174,793

コールマネー及び売渡手形 30,266 1,943

債券貸借取引受入担保金 41,752 25,854

借用金 47,197 20,935

外国為替 53 15

その他負債 22,929 21,456

役員賞与引当金 50 38

退職給付引当金 824 942

役員退職慰労引当金 670 687

睡眠預金払戻損失引当金 902 674

偶発損失引当金 220 258

再評価に係る繰延税金負債 9,861 8,597

支払承諾 26,178 26,348

負債の部合計 3,244,277 3,294,719

純資産の部

資本金 18,130 18,130

資本剰余金 11,216 11,216

利益剰余金 184,139 187,843

自己株式 △331 △337

株主資本合計 213,154 216,853

その他有価証券評価差額金 14,962 15,895

繰延ヘッジ損益 △408 △433

土地再評価差額金 13,612 14,822

その他の包括利益累計額合計 28,166 30,284

少数株主持分 9,046 9,459

純資産の部合計 250,368 256,596

負債及び純資産の部合計 3,494,645 3,551,316
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

経常収益 61,723 60,028

資金運用収益 40,095 38,597

（うち貸出金利息） 30,845 29,823

（うち有価証券利息配当金） 9,064 8,496

役務取引等収益 8,346 8,607

その他業務収益 11,543 10,755

その他経常収益 1,738 2,068

経常費用 49,274 47,571

資金調達費用 3,112 2,117

（うち預金利息） 1,829 1,056

役務取引等費用 2,130 2,118

その他業務費用 9,376 8,193

営業経費 30,646 32,034

その他経常費用 ※1
 4,009

※1
 3,107

経常利益 12,449 12,457

特別利益 13 2

固定資産処分益 13 2

償却債権取立益 0 －

特別損失 404 272

固定資産処分損 236 272

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 168 －

税金等調整前四半期純利益 12,057 12,186

法人税、住民税及び事業税 4,769 4,576

法人税等調整額 △113 1,847

法人税等合計 4,656 6,424

少数株主損益調整前四半期純利益 7,401 5,762

少数株主利益 429 411

四半期純利益 6,971 5,351
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,401 5,762

その他の包括利益 △2,181 2,158

その他有価証券評価差額金 △2,151 941

繰延ヘッジ損益 △30 △25

土地再評価差額金 － 1,242

四半期包括利益 5,219 7,920

親会社株主に係る四半期包括利益 4,792 7,501

少数株主に係る四半期包括利益 427 419
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

連結の範囲の重要な変更　

  当第３四半期連結累計期間において、平成23年４月１日付で、かぎんオフィスサービス株式会社を存続会社とし、か

ぎんビジネスサービス株式会社を消滅会社とする吸収合併を行い、かぎんオフィスビジネス株式会社に商号を変更い

たしました。

  この結果、平成23年12月31日現在の当行グループ（当行及び当行の関係会社）は、当行、連結子会社７社及び持分法

非適用非連結子会社１社で構成されております。

　

　

　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準）　

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。

　なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）に基づき、当第３四半

期連結累計期間の「貸倒引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、前

第３四半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。　

（法人税率の変更等による影響）　

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率

の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計

算に使用する法定実効税率は従来の40.4％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に

開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については37.7％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年

度以降に解消が見込まれる一時差異等については35.3％となります。

　この税率変更により、繰延税金資産は135百万円、法人税等調整額は1,051百万円それぞれ増加しております。また、再

評価に係る繰延税金負債は1,242百万円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１．貸出金等のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

※１．貸出金等のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額 7,806百万円

延滞債権額 26,823百万円

３ヵ月以上延滞債権額 895百万円

貸出条件緩和債権額 28,637百万円

破綻先債権額 7,081百万円

延滞債権額 25,905百万円

３ヵ月以上延滞債権額 908百万円

貸出条件緩和債権額 29,226百万円

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

※１．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額2,605百万

円及び株式等償却345百万円を含んでおります。

※１．その他経常費用には、株式等償却2,205百万円を含

んでおります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

　前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　

　減価償却費　　　　　　  　3,116百万円

　

　

　減価償却費　　　　　　　4,052百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　

１．配当金支払額

 
（決　議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成22年３月31日平成22年６月28日

その他利益剰

余金　

平成22年11月10日

取締役会
普通株式 839 4.00平成22年９月30日平成22年12月10日

その他利益剰

余金　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

　　　となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　

１．配当金支払額

 
（決　議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 839 4.00平成23年３月31日平成23年６月29日

その他利益剰

余金　

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 839 4.00平成23年９月30日平成23年12月９日

その他利益剰

余金　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

　　　となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント　 その他

（注２）
　

　合計　　
調整額
（注３）
　　　

四半期連
結損益計
算書計上
額　

銀行業 リース業 計

経常収益（注１） 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する経常収益 50,9599,56260,5211,20161,723 － 61,723

   セグメント間の内部経常収益 230 995 1,225 430 1,655△1,655 －

計 51,18910,55761,7471,63263,379△1,65561,723

セグメント利益（注４） 11,291 645 11,937 488 12,426 22 12,449

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及び

クレジット業務等であります。

３．セグメント利益の調整額22百万円には、セグメント間取引消去△38百万円、貸倒引当金調整額61百万

円が含まれております。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　
報告セグメント　 その他

（注２）
　

　合計　　
調整額
（注３）
　　　

四半期連
結損益計
算書計上
額　

銀行業 リース業 計

経常収益（注１） 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客に対する経常収益 49,6909,30558,9961,03260,028 － 60,028

   セグメント間の内部経常収益 189 934 1,124 393 1,518△1,518 －

計 49,88010,24060,1201,42661,547△1,51860,028

セグメント利益（注４） 11,280 718 11,998 500 12,498 △41 12,457

　（注）１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、主なものは保証及び

クレジット業務等であります。

３．セグメント利益の調整額△41百万円は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額及び算定上の基礎は、潜在株式が存在しないため記載を省略しております。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額  円 33.20 25.49

（算定上の基礎）  　 　

四半期純利益 百万円 6,971 5,351

普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益 百万円 6,971 5,351

普通株式の期中平均株式数 千株 209,973 209,905

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社鹿児島銀行(E03598)

四半期報告書

21/24



２【その他】

中間配当

　平成23年11月10日開催の取締役会において、第104期の中間配当につき次のとおり決議しました。

　　中間配当金額　　　　　　　　　　　　　　　　839百万円

　　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　4円00銭　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月３日

株式会社　鹿児島銀行

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　政治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西元　浩文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒牧　秀樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鹿児島銀

行の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鹿児島銀行及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（※）1．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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